
(57)【要約】

【課題】振動・衝撃等によってもロックが容易に解除さ

れず、ロック孔に薄板等を挿入してもラッチが容易にロ

ック解除されないファスナー錠を得る。

【解決手段】ファスナー錠１００において、摘み片３５

を先端３５ａから挿入可能とするロック孔４５を有した

ロック部４１と、摘み片３５の表裏に貫通する係止穴４

３と、摘み片３５の先端３５ａに先細となるように形成

されたテーパ面４７と、ロック部４１に設けられ係止穴

４３に嵌入するラッチ４９と、ラッチ４９の嵌入先端に

挿入の方向に突出して設けられ係止穴４３の裏縁４３ａ

に係止する返し突起５５と、ロック部４１に設けられ摘

み片３５をロック孔４５から押し出す方向に付勢する付

勢手段５７と、ラッチ４９のロック孔開口に対面する面

に設けられ摘み片３５の挿入方向と略垂直に形成された

当接面５９とを設けた。

【選択図】　　　図１

JP 2007-289337 A 2007.11.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ァ ス ナ ー ス ラ イ ダ ー の 摘 み 片 を ロ ッ ク す る こ と で 、 一 対 の 務 歯 付 テ ー プ の 固 定 さ れ る
開 閉 縁 部 同 士 を 開 放 不 能 と す る フ ァ ス ナ ー 錠 で あ っ て 、
　 ス ラ イ ダ ー 閉 止 移 動 方 向 と 平 行 な 姿 勢 の 前 記 摘 み 片 を 先 端 か ら 挿 入 可 能 と す る ロ ッ ク 孔
を 有 し た ロ ッ ク 部 と 、
　 前 記 摘 み 片 の 表 裏 に 貫 通 す る 係 止 穴 と 、
　 前 記 摘 み 片 の 先 端 に 先 細 と な る よ う に 形 成 さ れ た テ ー パ 面 と 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 に 設 け ら れ 前 記 係 止 穴 に 嵌 入 す る ラ ッ チ と 、
　 該 ラ ッ チ の 嵌 入 先 端 に 前 記 挿 入 の 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ 前 記 係 止 穴 の 裏 縁 に 係 止 す る
返 し 突 起 と 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 に 設 け ら れ 前 記 摘 み 片 を 前 記 ロ ッ ク 孔 か ら 押 し 出 す 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手
段 と 、
　 前 記 ラ ッ チ の ロ ッ ク 孔 開 口 に 対 面 す る 面 に 設 け ら れ 前 記 係 止 穴 に 先 端 側 を 嵌 入 さ せ た 前
記 ラ ッ チ の 前 記 係 止 穴 へ 嵌 入 し な い 基 端 側 で 前 記 挿 入 方 向 と 略 直 交 し て 形 成 さ れ た 当 接 面
と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る フ ァ ス ナ ー 錠 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 に 、 錠 装 置 と 、 該 錠 装 置 に よ っ て 駆 動 さ れ る 解 除 機 構 と が 設 け ら れ 、
　 前 記 解 除 機 構 は 、 前 記 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、 前 記 ラ ッ チ に 、 係
止 穴 か ら 退 出 さ せ る 方 向 の 付 勢 力 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の フ ァ ス ナ ー
錠 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 解 除 機 構 は 、 前 記 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、 前 記 ラ ッ チ を 、 前
記 返 し 突 起 の 係 止 解 除 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 錠 装 置 が 、 シ リ ン ダ ー 錠 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の フ ァ ス ナ ー
錠 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ァ ス ナ ー ス ラ イ ダ ー の 摘 み 片 を ロ ッ ク す る こ と で 、 一 対 の 務 歯 付 テ ー プ の
固 定 さ れ る 開 閉 縁 部 同 士 を 開 放 不 能 と す る フ ァ ス ナ ー 錠 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば フ ァ ス ナ ー に よ っ て 縁 部 が 開 閉 さ れ る 鞄 や ス ー ツ ケ ー ス 等 は 、 開 閉 縁 部 の そ れ ぞ
れ に 一 対 の 務 歯 付 テ ー プ が 固 定 さ れ 、 こ れ ら の 務 歯 列 同 士 を ス ラ イ ダ ー に よ っ て 係 合 ・ 係
合 解 除 す る こ と で 、 開 閉 を 簡 便 に で き る よ う に し て い る 。 こ の 種 の 鞄 等 で は 、 図 ６ に 示 す
よ う に 、 ス ラ イ ダ ー １ に 設 け ら れ た 摘 み 片 ３ を 、 鞄 本 体 に 設 け ら れ た ロ ッ ク 部 ５ の ロ ッ ク
孔 ７ に 挿 入 し て ロ ッ ク す る こ と で 、 開 閉 縁 部 同 士 を 開 放 不 能 と す る フ ァ ス ナ ー 錠 ９ の 設 け
ら れ る こ と が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 こ の 種 の フ ァ ス ナ ー 錠 ９ は 、 ロ ッ ク 部 ５ に ラ ッ チ １ １ を 備 え る 。 ラ ッ チ １ １ は 、
摘 み 片 ３ に 形 成 さ れ た 係 止 穴 １ ３ に 進 入 係 止 す る ラ ッ チ 爪 １ ５ を 有 し 、 付 勢 手 段 で あ る コ
イ ル バ ネ １ ７ に よ っ て 係 止 方 向 （ 図 ６ の 下 方 向 ） に 付 勢 さ れ て い る 。 ま た 、 ラ ッ チ 爪 １ ５
の ロ ッ ク 孔 開 口 に 対 面 す る 面 に は 傾 斜 面 １ ９ が 設 け ら れ 、 傾 斜 面 １ ９ は 摘 み 片 ３ の 挿 入 時
に よ る 先 端 ３ ａ の 押 圧 に よ っ て ラ ッ チ １ １ を 押 し 上 げ る よ う 働 く 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 摘 み 片 ３ が ロ ッ ク 孔 ７ に 挿 入 さ れ る と 、 摘 み 片 ３ の 先 端 ３ ａ が ラ ッ チ 爪 １
５ の 傾 斜 面 １ ９ を 押 圧 し 、 こ れ に よ り ラ ッ チ １ １ を 押 し 上 げ る 。 ラ ッ チ 爪 １ ５ が 先 端 ３ ａ
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に 乗 り 上 げ た 後 、 摘 み 片 ３ が さ ら に 挿 入 さ れ 、 係 止 穴 １ ３ が ラ ッ チ 爪 １ ５ に 到 達 す る と 、
図 ７ に 示 す よ う に 、 ラ ッ チ １ １ が コ イ ル バ ネ １ ７ の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴 １ ３ に 進 入 す る
。 こ れ に よ り 、 摘 み 片 ３ は 、 ラ ッ チ 爪 １ ５ の 係 止 面 １ ５ ａ に 係 止 し て ロ ッ ク 部 ５ か ら の 抜
脱 が 規 制 さ れ 、 フ ァ ス ナ ー の 開 放 に よ る 鞄 縁 部 同 士 の 開 放 が 不 能 な 施 錠 状 態 と な る 。 な お
、 ラ ッ チ １ １ の ロ ッ ク 解 除 は 、 ロ ッ ク 部 ５ に 設 け ら れ る 不 図 示 の 錠 装 置 に 鍵 が 挿 入 さ れ 、
こ の 鍵 が 回 さ れ る こ と に よ り 、 ラ ッ チ １ １ が 引 っ 込 み 解 錠 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ０ ７ ８ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の フ ァ ス ナ ー 錠 は 、 コ イ ル バ ネ １ ７ の 付 勢 力 に よ っ て の み 、 ラ ッ チ
爪 １ ５ を 係 止 穴 １ ３ に 進 入 係 止 さ せ て い た た め 、 摘 み 片 ３ に 引 き 抜 き 方 向 （ 図 ７ の 左 方 向
） の 力 が 作 用 し 、 振 動 や 衝 撃 に よ っ て 、 ラ ッ チ １ １ に 抜 脱 方 向 （ 図 ７ の 上 方 向 ） の 慣 性 力
が 作 用 す る と 、 そ の タ イ ミ ン グ に よ っ て は ラ ッ チ 爪 １ ５ が 係 止 穴 １ ３ か ら 抜 け て し ま う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 ラ ッ チ 爪 １ ５ は 、 ロ ッ ク 孔 開 口 に 対 面 す る 面 の 全 体 に 傾 斜 面 １ ９ が 形 成 さ れ て い
た た め 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 摘 み 片 ３ の 挿 入 さ れ た ロ ッ ク 孔 ７ の 隙 間 Ｓ に 、 薄 板 ２
１ 等 を 挿 入 す れ ば 、 そ の 先 端 に よ っ て 傾 斜 面 １ ９ を 押 圧 し 、 ラ ッ チ １ １ を 押 し 上 げ 、 図 ８
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ラ ッ チ 爪 １ ５ を 係 止 穴 １ ３ か ら 抜 脱 す る 不 正 な ロ ッ ク 解 除 が 可 能 と
な る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 振 動 ・ 衝 撃 等 に よ っ て も ロ ッ ク が 容 易 に 解
除 さ れ ず 、 し か も 、 ロ ッ ク 孔 に 薄 板 等 を 挿 入 し て も ラ ッ チ が 係 止 穴 か ら 容 易 に ロ ッ ク 解 除
さ れ な い フ ァ ス ナ ー 錠 を 提 供 し 、 も っ て 、 施 錠 信 頼 性 、 防 犯 性 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 を 、 実 施 の 形 態 に 対 応 す る 図 面 を 参 照 し て 説 明
す る 。
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 は 、 フ ァ ス ナ ー ス ラ イ ダ ー ３ ３ の 略 板 状 の 摘 み 片
３ ５ を ロ ッ ク す る こ と で 、 一 対 の 務 歯 付 テ ー プ ３ ９ ａ ， ３ ９ ｂ の 固 定 さ れ る 開 閉 縁 部 同 士
を 開 放 不 能 と す る フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ で あ っ て 、
　 ス ラ イ ダ ー 閉 止 移 動 方 向 と 平 行 な 姿 勢 の 前 記 摘 み 片 ３ ５ を 先 端 ３ ５ ａ か ら 挿 入 可 能 と す
る ロ ッ ク 孔 ４ ５ を 有 し た ロ ッ ク 部 ４ １ と 、
　 前 記 摘 み 片 ３ ５ の 表 裏 に 貫 通 す る 係 止 穴 ４ ３ と 、
　 前 記 摘 み 片 ３ ５ の 先 端 に 先 細 と な る よ う に 形 成 さ れ た テ ー パ 面 ４ ７ と 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 ４ １ に 設 け ら れ 前 記 係 止 穴 ４ ３ に 嵌 入 す る ラ ッ チ ４ ９ と 、
　 該 ラ ッ チ ４ ９ の 嵌 入 先 端 に 前 記 挿 入 の 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ 前 記 係 止 穴 ４ ３ の 裏 縁 ４
３ ａ に 係 止 す る 返 し 突 起 ５ ５ と 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 ４ １ に 設 け ら れ 前 記 摘 み 片 ３ ５ を 前 記 ロ ッ ク 孔 ４ ５ か ら 押 し 出 す 方 向 に 付
勢 す る 付 勢 手 段 ５ ７ と 、
　 前 記 ラ ッ チ ４ ９ の ロ ッ ク 孔 開 口 に 対 面 す る 面 に 設 け ら れ 前 記 係 止 穴 ４ ３ に 先 端 側 を 嵌 入
さ せ た 前 記 ラ ッ チ ４ ９ の 前 記 係 止 穴 ４ ３ へ 嵌 入 し な い 基 端 側 で 前 記 挿 入 方 向 と 略 直 交 し 垂
直 に 形 成 さ れ た 当 接 面 ５ ９ と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の フ ァ ス ナ ー 錠 で は 、 摘 み 片 ３ ５ が ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 挿 入 さ れ る と 、 摘 み 片 ３ ５ の 係 止
穴 ４ ３ に ラ ッ チ ４ ９ が 嵌 入 す る 。 そ し て 、 付 勢 手 段 ５ ７ が 摘 み 片 ３ ５ を 押 し 戻 す 方 向 に 付
勢 す る こ と で 、 係 止 穴 ４ ３ と ロ ッ ク 孔 ４ ５ と の 内 縁 同 士 が 当 接 し あ い 、 ま た 、 ラ ッ チ 先 端
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の 返 し 突 起 ５ ５ が 係 止 穴 裏 縁 ４ ３ ａ に 係 合 す る 。 し た が っ て 、 ラ ッ チ ４ ９ は 、 係 止 穴 ４ ３
か ら の 抜 脱 が 返 し 突 起 ５ ５ に よ っ て 容 易 に 外 れ る こ と が な い 。 ま た 、 ロ ッ ク 孔 ４ ５ 内 の 摘
み 片 ３ ５ と の 隙 間 に 薄 板 ２ １ を 挿 入 し て も 、 薄 板 先 端 が 挿 入 先 で ラ ッ チ ４ ９ の 略 直 交 し て
い る 垂 直 な 当 接 面 ５ ９ に 当 た る の み と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 ４ １ に 、 錠 装 置 と 、 該 錠 装 置 に よ っ て 駆
動 さ れ る 解 除 機 構 と が 設 け ら れ 、
　 前 記 解 除 機 構 は 、 前 記 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、 前 記 ラ ッ チ ４ ９ に
、 係 止 穴 ４ ３ か ら 退 出 さ せ る 方 向 の 付 勢 力 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の フ ァ ス ナ ー 錠 で は 、 合 鍵 が 回 転 さ れ 、 ラ ッ チ ４ ９ に 退 出 方 向 の 付 勢 力 が 付 与 さ れ て
い る 状 態 で 、 直 接 的 に 、 或 い は ス ラ イ ダ ー ３ ３ を 介 し て 摘 み 片 ３ ５ を 、 付 勢 手 段 ５ ７ の 付
勢 力 に 抗 し て ロ ッ ク 孔 ４ ５ 奥 方 へ 押 し 込 め ば 、 係 止 穴 ４ ３ に 対 す る 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 が
解 除 さ れ 、 ラ ッ チ ４ ９ が 解 除 機 構 の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴 ４ ３ か ら 退 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 は 、 前 記 解 除 機 構 は 、 前 記 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠
回 転 に よ っ て 、 前 記 ラ ッ チ ４ ９ を 、 前 記 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 解 除 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の フ ァ ス ナ ー 錠 で は 、 合 鍵 の 回 転 の み に よ っ て 、 ラ ッ チ ４ ９ に 退 出 方 向 の 付 勢 力 が 付
与 さ れ 、 か つ 摘 み 片 ３ ５ が 移 動 さ れ て 、 係 止 穴 ４ ３ に 対 す る 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 が 解 除 さ
れ 、 す な わ ち 付 勢 手 段 ５ ７ の 付 勢 力 が キ ャ ン セ ル さ れ 、 ラ ッ チ ４ ９ が 解 除 機 構 の 付 勢 力 に
よ っ て 係 止 穴 ４ ３ か ら 退 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 は 、 前 記 錠 装 置 が 、 シ リ ン ダ ー 錠 で あ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の フ ァ ス ナ ー 錠 で は 、 解 除 機 構 を 解 錠 操 作 す る 前 段 階 に お い て も 、 シ リ ン ダ ー 錠 に 合
鍵 を 挿 入 し て 、 解 除 機 構 を 作 動 さ せ な け れ ば な ら な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 に よ れ ば 、 摘 み 片 の 表 裏 に 貫 通 す る 係 止 穴 と
、 摘 み 片 先 端 の テ ー パ 面 と 、 係 止 穴 に 嵌 入 す る ラ ッ チ と 、 ラ ッ チ の 先 端 に 突 出 し て 設 け ら
れ 係 止 穴 に 係 止 す る 返 し 突 起 と 、 摘 み 片 を 押 し 出 す 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 と 、 ラ ッ チ の
基 端 側 で 挿 入 方 向 と 略 垂 直 に 形 成 さ れ た 当 接 面 と を 備 え た の で 、 摘 み 片 が ロ ッ ク 孔 に 挿 入
さ れ る と 、 摘 み 片 の 係 止 穴 に ラ ッ チ が 嵌 入 し 、 付 勢 手 段 が 摘 み 片 を 押 し 戻 す 方 向 に 付 勢 す
る こ と で 、 ラ ッ チ 先 端 の 返 し 突 起 が 係 止 穴 裏 縁 に 係 合 す る 。 し た が っ て 、 ラ ッ チ は 、 係 止
穴 か ら の 抜 脱 が 返 し 突 起 に よ っ て 阻 止 さ れ 、 振 動 ・ 衝 撃 等 に よ る ロ ッ ク 解 除 が 確 実 に 防 止
さ れ る 。 ま た 、 ロ ッ ク 孔 内 の 摘 み 片 と の 隙 間 に 薄 板 を 挿 入 し て も 、 薄 板 先 端 が 挿 入 先 で ラ
ッ チ の 直 交 す る 当 接 面 に 当 た る の み な の で 、 従 来 の よ う に 、 ラ ッ チ の 傾 斜 面 を 押 圧 し て 、
そ の 分 力 で ラ ッ チ を 係 止 穴 か ら 抜 脱 す る 方 向 へ 押 し 上 げ る こ と が で き な い 。 こ の 結 果 、 ロ
ッ ク 状 態 を 確 実 に し 、 施 錠 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 薄 板 を 挿 入 す る こ
と に よ る 不 正 解 錠 を 阻 止 し て 、 防 犯 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 部 に 、 錠 装 置 と 、 錠 装 置 に よ っ て 駆 動 さ
れ る 解 除 機 構 と が 設 け ら れ 、 解 除 機 構 が 、 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、
ラ ッ チ に 、 係 止 穴 か ら 退 出 さ せ る 方 向 の 付 勢 力 を 付 与 す る の で 、 合 鍵 が 回 転 さ れ 、 ラ ッ チ
に 退 出 方 向 の 付 勢 力 が 付 与 さ れ て い る 状 態 で 、 直 接 的 に 、 或 い は ス ラ イ ダ ー を 介 し て 摘 み
片 を 、 付 勢 手 段 の 付 勢 力 に 抗 し て ロ ッ ク 孔 へ 押 し 込 め ば 、 係 止 穴 に 対 す る 返 し 突 起 の 係 止
が 解 除 さ れ 、 ラ ッ チ が 解 除 機 構 の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴 か ら 退 出 し 、 ク リ ッ ク 感 を 生 じ さ
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せ た 明 快 な ロ ッ ク 解 除 感 に よ っ て 、 摘 み 片 を ロ ッ ク 部 か ら ロ ッ ク 解 除 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 に よ れ ば 、 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、
解 除 機 構 が ラ ッ チ を 返 し 突 起 の 係 止 解 除 方 向 へ 移 動 さ せ る の で 、 合 鍵 の 回 転 に よ っ て 、 ラ
ッ チ に 退 出 方 向 の 付 勢 力 が 付 与 さ れ 、 か つ 摘 み 片 が 移 動 さ れ て 、 係 止 穴 に 対 す る 返 し 突 起
の 係 止 が 解 除 さ れ 、 ラ ッ チ が 解 除 機 構 の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴 か ら 退 出 す る 。 こ れ に よ り
、 合 鍵 の 回 転 操 作 の み に よ る 容 易 な 解 錠 操 作 （ す な わ ち 、 摘 み 片 の 押 し 込 み を 不 要 と し た
操 作 ） に よ っ て 、 摘 み 片 を ロ ッ ク 部 か ら ロ ッ ク 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の フ ァ ス ナ ー 錠 に よ れ ば 、 錠 装 置 が 、 シ リ ン ダ ー 錠 で あ る の で 、 解 除 機 構
を 解 錠 操 作 す る 前 段 階 に お い て も 、 シ リ ン ダ ー 錠 に 合 鍵 を 挿 入 し て 、 解 除 機 構 を 作 動 さ せ
な け れ ば な ら ず 、 合 鍵 に よ っ て ロ ッ ク 部 の ロ ッ ク 機 構 を 直 接 解 除 す る 簡 易 な 錠 装 置 （ 例 え
ば 合 鍵 の 回 転 操 作 に よ っ て ラ ッ チ を 直 接 的 に 作 動 さ せ る 錠 装 置 等 ） に 比 べ 、 フ ァ ス ナ ー 錠
全 体 の 防 犯 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る フ ァ ス ナ ー 錠 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る
。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る フ ァ ス ナ ー 錠 の 摘 み 片 に 垂 直 な 方 向 の 断 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 に 係 る
フ ァ ス ナ ー 錠 が 設 け ら れ る フ ァ ス ナ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る 図 １ に 示 す フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ は 、 図 ２ に 示 す フ ァ ス ナ ー ３ １ の ス
ラ イ ダ ー ３ ３ に 設 け ら れ た 板 状 の 摘 み 片 ３ ５ を ロ ッ ク す る こ と で 、 一 対 の 務 歯 ３ ７ ａ ， ３
７ ｂ の 付 設 さ れ た テ ー プ ３ ９ ａ ， ３ ９ ｂ の 固 定 さ れ る 不 図 示 の 開 閉 縁 部 同 士 を 開 放 不 能 と
す る 。 摘 み 片 ３ ５ は 、 例 え ば 鞄 本 体 等 に 設 け ら れ る ロ ッ ク 部 ４ １ に よ っ て ロ ッ ク さ れ る 。
こ れ に よ り 、 フ ァ ス ナ ー ３ １ の 設 け ら れ た 鞄 等 の 開 閉 縁 部 同 士 が 開 放 不 能 に 施 錠 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ は 、 ス ラ イ ダ ー ３ ３ を 開 閉 操 作 す る た め の 略 矩
形 板 状 の 摘 み 片 ３ ５ に 、 表 裏 に 貫 通 す る 例 え ば 四 角 形 の 係 止 穴 ４ ３ が 穿 設 さ れ る 。 こ の 係
止 穴 ４ ３ は 、 後 述 す る ラ ッ チ の 外 形 と 略 同 一 の 大 き さ 寸 法 Ｗ で 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、
ラ ッ チ は 、 係 止 穴 ４ ３ に 、 略 ガ タ ツ キ な く 進 入 し 嵌 入 す る よ う に な っ て い る 。 摘 み 片 ３ ５
は 、 ス ラ イ ダ ー ３ ３ の 閉 止 移 動 方 向 （ 図 １ の 左 右 方 向 ） と 平 行 な 姿 勢 で 、 ロ ッ ク 部 ４ １ の
ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 先 端 ３ ５ ａ か ら 挿 入 さ れ る 。 摘 み 片 ３ ５ の 先 端 ３ ５ ａ に は 先 細 と な る よ う
に 形 成 さ れ た テ ー パ 面 ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の テ ー パ 面 ４ ７ は 、 一 方 の 面 、 例 え ば 表
面 と な る 面 側 、 図 １ ， ２ に お い て 上 側 の 面 に の み 形 成 さ れ る 斜 面 よ り な り 、 後 述 す る ラ ッ
チ ４ ９ を 押 し 上 げ る 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ロ ッ ク 部 ４ １ に は ラ ッ チ ４ ９ が 図 １ の 上 下 方 向 に 移 動 自 在 に 設 け ら れ 、 ラ ッ チ ４ ９ は 下
面 に 垂 設 さ れ た ラ ッ チ 爪 ５ １ が 係 止 穴 ４ ３ に 嵌 入 す る 。 ラ ッ チ ４ ９ は 、 付 勢 手 段 で あ る コ
イ ル バ ネ ５ ３ に よ っ て 、 係 止 穴 ４ ３ に 進 入 す る 方 向 （ 図 １ の 下 方 向 ） に 付 勢 さ れ て い る 。
ま た 、 ラ ッ チ 爪 ５ １ の 嵌 入 先 端 に は 摘 み 片 挿 入 方 向 （ 図 １ の 右 方 向 ） に 突 出 す る 返 し 突 起
５ ５ が 設 け ら れ 、 返 し 突 起 ５ ５ は 係 止 穴 ４ ３ の 裏 縁 ４ ３ ａ に 係 止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ロ ッ ク 部 ４ １ に は 摘 み 片 ３ ５ を ロ ッ ク 孔 ４ ５ か ら 押 し 出 す 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 と し
て の コ イ ル バ ネ ５ ７ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 進 入 し 、 ラ ッ チ 爪 ５
１ が 係 止 穴 ４ ３ に 嵌 入 し た 摘 み 片 ３ ５ は 、 コ イ ル バ ネ ５ ７ に よ っ て 押 し 戻 さ れ る こ と で 、
返 し 突 起 ５ ５ が 裏 縁 ４ ３ ａ に 掛 か り 、 係 止 穴 ４ ３ か ら 抜 け る 方 向 （ 図 １ の 上 方 向 ） の 移 動
が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 な お 、 ロ ッ ク 部 ４ １ に は 、 不 図 示 の 錠 装 置 と 、 こ の 錠 装 置 に よ っ て 駆 動 さ れ る 解 除 機 構
と が 設 け ら れ る 。 解 除 機 構 は 、 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、 ラ ッ チ ４ ９
に 、 係 止 穴 ４ ３ か ら 退 出 さ せ る 方 向 の 付 勢 力 を 付 与 す る 。 フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ は 、 ロ ッ ク
部 ４ １ に 、 こ の よ う な 錠 装 置 と 解 除 機 構 と が 設 け ら れ る こ と で 、 合 鍵 を 回 転 し 、 ラ ッ チ ４
９ に 退 出 方 向 （ 上 方 向 ） の 付 勢 力 が 付 与 さ れ て い る 状 態 で 、 直 接 的 に 、 或 い は ス ラ イ ダ ー
３ ３ を 介 し て 摘 み 片 ３ ５ を 、 コ イ ル バ ネ ５ ７ の 付 勢 力 に 抗 し て ロ ッ ク 孔 ４ ５ へ 押 し 込 め ば
、 係 止 穴 ４ ３ に 対 す る 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 が 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ラ ッ チ ４ ９ が 解 除
機 構 の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴 ４ ３ か ら 退 出 し 、 ク リ ッ ク 感 を 生 じ さ せ た 明 快 な ロ ッ ク 解 除
感 に よ っ て 、 摘 み 片 ３ ５ を ロ ッ ク 部 ４ １ か ら ロ ッ ク 解 除 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 解 除 機 構 は 、 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、 ラ ッ チ ４ ９ を 、 返
し 突 起 ５ ５ の 係 止 解 除 方 向 へ 移 動 さ せ る 機 構 を 備 え る も の で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な ラ
ッ チ 移 動 機 構 を 備 え た 構 成 に よ れ ば 、 錠 装 置 に 挿 入 さ れ た 合 鍵 の 解 錠 回 転 に よ っ て 、 解 除
機 構 が ラ ッ チ ４ ９ を 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 解 除 方 向 へ 移 動 さ せ る の で 、 合 鍵 の 回 転 に よ っ て
、 ラ ッ チ ４ ９ に 退 出 方 向 の 付 勢 力 が 付 与 さ れ 、 か つ 摘 み 片 ３ ５ が 移 動 さ れ て 、 係 止 穴 ４ ３
に 対 す る 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 が 解 除 さ れ 、 ラ ッ チ ４ ９ が 解 除 機 構 の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴
４ ３ か ら 退 出 す る 。 こ れ に よ り 、 合 鍵 の 回 転 操 作 の み に よ る 容 易 な 解 錠 操 作 （ す な わ ち 、
摘 み 片 ３ ５ の 押 し 込 み を 不 要 と し た 操 作 ） に よ っ て 、 摘 み 片 ３ ５ を ロ ッ ク 部 ４ １ か ら ロ ッ
ク 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ロ ッ ク 部 ４ １ の 錠 装 置 と し て は 、 シ リ ン ダ ー 錠 を 採 用 す る こ と が 好 ま し い 。 錠 装
置 が 、 シ リ ン ダ ー 錠 で あ れ ば 、 解 除 機 構 を 解 錠 操 作 す る 前 段 階 に お い て も 、 シ リ ン ダ ー 錠
に 合 鍵 を 挿 入 し て 、 解 除 機 構 を 作 動 さ せ な け れ ば な ら ず 、 合 鍵 に よ っ て ロ ッ ク 部 ４ １ の ロ
ッ ク 機 構 を 直 接 解 除 す る 簡 易 な 錠 装 置 （ 例 え ば 合 鍵 の 回 転 操 作 に よ っ て ラ ッ チ ４ ９ を 直 接
的 に 作 動 さ せ る 錠 装 置 等 ） に 比 べ 、 フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ 全 体 の 防 犯 性 を 高 め る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ は 、 ラ ッ チ ４ ９ の ロ ッ ク 孔 開 口 に 対 面 す る 面 に 、 摘 み 片 ３
５ の 挿 入 方 向 と 略 直 交 し 略 垂 直 に 形 成 さ れ た 当 接 面 ５ ９ が 設 け ら れ て い る 。 当 接 面 ５ ９ は
、 係 止 穴 ４ ３ に 先 端 側 を 嵌 入 さ せ た ラ ッ チ ４ ９ の 基 端 側 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ラ ッ チ
爪 ５ １ に は 当 接 面 ５ ９ の 下 方 に 傾 斜 面 １ ９ が 形 成 さ れ 、 傾 斜 面 １ ９ は 摘 み 片 ３ ５ の 挿 入 時
に よ る 先 端 ３ ５ ａ の 押 圧 に よ っ て ラ ッ チ ４ ９ を 押 し 上 げ る よ う 働 く 。 こ こ で 、 摘 み 片 ３ ５
の 厚 さ と 、 ロ ッ ク 孔 ４ ５ の 高 さ （ 幅 ） と 、 ロ ッ ク 爪 ５ １ の 形 状 と の 関 係 と し て 、 ロ ッ ク 爪
５ １ が 、 摘 み 片 ３ ５ の 係 止 穴 ４ ３ に 嵌 入 状 態 の ロ ッ ク 状 態 で は 、 傾 斜 面 １ ９ と 当 接 面 ５ ９
と の 接 合 縁 （ 稜 線 ） が 係 止 穴 ４ ３ 内 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ （ 図 ４ 参 照 ） 、 す な わ ち ロ
ッ ク 孔 ４ ５ の 摘 み 片 ３ ５ と の 隙 間 に お い て 、 傾 斜 面 １ ９ は 現 れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 摘 み 片 挿 入 途 中 の 断 面 図 、 図 ４ は 摘 み 片 ロ ッ ク 状 態 の 断 面 図 、 図 ５ は 薄 板 挿 入 に
よ る 不 正 解 錠 時 の 説 明 図 で あ る 。
　 フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ は 、 摘 み 片 ３ ５ が ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 挿 入 さ れ る と 、 摘 み 片 ３ ５ の 先 端
３ ５ ａ が ラ ッ チ ４ ９ の 傾 斜 面 １ ９ を 押 圧 し 、 こ れ に よ り ラ ッ チ ４ ９ を 押 し 上 げ る 。 図 ３ に
示 す よ う に 、 ラ ッ チ 爪 ５ １ が 先 端 ３ ５ ａ に 乗 り 上 げ た 後 、 摘 み 片 ３ ５ が さ ら に 挿 入 さ れ 、
摘 み 片 ３ ５ の 係 止 穴 ４ ３ が ラ ッ チ 爪 ５ １ に 到 達 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ラ ッ チ ４ ９ が
コ イ ル バ ネ ５ ３ の 付 勢 力 に よ っ て 係 止 穴 ４ ３ に 嵌 入 す る 。 す な わ ち 、 自 動 施 錠 は 、 摘 み 片
３ ５ の テ ー パ 面 ４ ７ と 、 ラ ッ チ 爪 ５ １ の 傾 斜 面 １ ９ と で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 摘 み 片 ３ ５ の 挿 入 力 が 解 除 さ れ る と 、 摘 み 片 ３ ５ は 、 コ イ ル バ ネ ５ ７ に よ っ て
押 し 戻 さ れ る 方 向 に 付 勢 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 係 止 穴 ４ ３ の 裏 縁 ４ ３ ａ が 、 ラ ッ チ 爪 ５ １
の 返 し 突 起 ５ ５ に 係 合 す る 。 し た が っ て 、 ラ ッ チ 爪 ５ １ は 、 係 止 穴 ４ ３ か ら の 抜 脱 が 返 し
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突 起 ５ ５ に よ っ て 阻 止 さ れ る 。 ま た 、 摘 み 片 ３ ５ は 、 ラ ッ チ 爪 ５ １ の 係 止 面 ５ １ ａ に 係 止
し て ロ ッ ク 部 ４ １ か ら の 抜 脱 が 規 制 さ れ 、 フ ァ ス ナ ー ３ １ の 開 放 に よ る 鞄 縁 部 同 士 の 開 放
が 不 能 な 施 錠 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 摘 み 片 ３ ５ の 施 錠 状 態 に お い て 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 挿 入
さ れ た 摘 み 片 ３ ５ と 、 ロ ッ ク 孔 ４ ５ と の 隙 間 Ｓ に 薄 板 ２ １ を 挿 入 し て も 、 図 ５ （ ｂ ） に 示
す よ う に 、 薄 板 ２ １ の 先 端 が 挿 入 先 で ラ ッ チ 爪 ５ １ の 当 接 面 ５ ９ に 当 た る の み と な り 、 従
来 の よ う に 、 傾 斜 面 １ ９ を 押 圧 し て ラ ッ チ ４ ９ を 上 方 へ 移 動 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 ラ ッ チ ４ ９ の ロ ッ ク 解 除 は 、 ロ ッ ク 部 ４ １ に 設 け ら れ る 不 図 示 の シ リ ン ダ ー 錠 に
合 鍵 が 挿 入 さ れ 、 こ の 合 鍵 が 回 さ れ る こ と に よ り 、 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 合 鍵 が 回 転 さ
れ 、 ラ ッ チ ４ ９ に 退 出 方 向 の 付 勢 力 が 付 与 さ れ て い る 状 態 で 、 直 接 的 に 、 或 い は ス ラ イ ダ
ー ３ ３ を 介 し て 摘 み 片 ３ ５ を 、 コ イ ル バ ネ ５ ７ の 付 勢 力 に 抗 し て ロ ッ ク 孔 ４ ５ へ 押 し 込 め
ば 、 係 止 穴 ４ ３ に 対 す る 返 し 突 起 ５ ５ の 係 止 が 解 除 さ れ 、 ラ ッ チ ４ ９ が 解 除 機 構 の 付 勢 力
に よ っ て 係 止 穴 ４ ３ か ら 退 出 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ は 、 ロ ッ ク 解 除 さ れ
た こ と に な る 。 後 は 、 摘 み 片 ３ ５ を 引 き 抜 く の み で 、 ス ラ イ ダ ー ３ ３ の 移 動 が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し た が っ て 、 こ の フ ァ ス ナ ー 錠 １ ０ ０ に よ れ ば 、 摘 み 片 ３ ５ の 表 裏 に 貫 通 す る 係 止 穴 ４
３ と 、 摘 み 片 ３ ５ 先 端 の テ ー パ 面 ４ ７ と 、 係 止 穴 ４ ３ に 嵌 入 す る ラ ッ チ ４ ９ と 、 ラ ッ チ ４
９ の 先 端 に 突 出 し て 設 け ら れ 係 止 穴 ４ ３ に 係 止 す る 返 し 突 起 ５ ５ と 、 摘 み 片 ３ ５ を 押 し 出
す 方 向 に 付 勢 す る コ イ ル バ ネ ５ ７ と 、 ラ ッ チ ４ ９ の 基 端 側 で 挿 入 方 向 と 略 垂 直 に 形 成 さ れ
た 当 接 面 ５ ９ と を 備 え た の で 、 摘 み 片 ３ ５ が ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 挿 入 さ れ る と 、 摘 み 片 ３ ５ の
係 止 穴 ４ ３ に ラ ッ チ ４ ９ が 嵌 入 し 、 コ イ ル バ ネ ５ ７ が 摘 み 片 ３ ５ を 押 し 戻 す 方 向 に 付 勢 す
る こ と で 、 ラ ッ チ 先 端 の 返 し 突 起 ５ ５ が 係 止 穴 裏 縁 ４ ３ ａ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 ラ ッ チ ４ ９ は 、 係 止 穴 ４ ３ か ら の 抜 脱 が 返 し 突 起 ５ ５ に よ っ て 阻 止 さ れ 、
振 動 ・ 衝 撃 等 に よ る ロ ッ ク 解 除 が 確 実 に 防 止 さ れ る 。 ま た 、 ロ ッ ク 孔 ４ ５ に 薄 板 ２ １ を 挿
入 し て も 、 薄 板 先 端 が 挿 入 先 で ラ ッ チ ４ ９ の 垂 直 な 当 接 面 ５ ９ に 当 た る の み な の で 、 従 来
の よ う に 、 ラ ッ チ ４ ９ の 傾 斜 面 １ ９ を 押 圧 し て 、 そ の 分 力 で ラ ッ チ ４ ９ を 係 止 穴 ４ ３ か ら
抜 脱 す る 方 向 へ 押 し 上 げ る こ と が で き な い 。 こ の 結 果 、 ロ ッ ク 状 態 を 確 実 に し 、 施 錠 信 頼
性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 薄 板 ２ １ を 挿 入 す る こ と に よ る 不 正 解 錠 を 阻 止 し
て 、 防 犯 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ラ ッ チ ４ ９ に 当 接 面 ５ ９ を 形 成 す る の で 、 ラ ッ チ 爪 ５ １ の 挿 入 方 向 の 全 長 を 短 く
で き 、 そ の 結 果 、 摘 み 片 ３ ５ に 形 成 す る 係 止 穴 ４ ３ を 小 さ く で き る の で 、 摘 み 片 ３ ５ を 強
度 的 に 有 利 に 形 成 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る フ ァ ス ナ ー 錠 の 摘 み 片 に 垂 直 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る フ ァ ス ナ ー 錠 が 設 け ら れ る フ ァ ス ナ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 摘 み 片 挿 入 途 中 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 摘 み 片 ロ ッ ク 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 薄 板 挿 入 に よ る 不 正 解 錠 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の フ ァ ス ナ ー 錠 の 摘 み 片 に 垂 直 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の フ ァ ス ナ ー 錠 に お け る 摘 み 片 挿 入 途 中 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の フ ァ ス ナ ー 錠 に お け る 薄 板 挿 入 に よ る 不 正 解 錠 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ３ １ … フ ァ ス ナ ー
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　 ３ ３ … ス ラ イ ダ ー
　 ３ ５ … 摘 み 片
　 ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ … 務 歯
　 ３ ９ ａ ， ３ ９ ｂ … テ ー プ
　 ４ １ … ロ ッ ク 部
　 ４ ３ … 係 止 穴
　 ４ ３ ａ … 裏 縁
　 ４ ５ … ロ ッ ク 孔
　 ４ ７ … テ ー パ 面
　 ４ ９ … ラ ッ チ
　 ５ ５ … 返 し 突 起
　 ５ ７ … 付 勢 手 段 （ コ イ ル バ ネ ）
　 ５ ９ … 当 接 面
　 １ ０ ０ … フ ァ ス ナ ー 錠

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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